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　　　　　　　　　　　　　　　　　　私が西条市に滞在していた時間を振り返ると、好きなアメリカのロッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　クバンドの歌が思い浮かびます。二人の歌手がどんな経験をしたか、ど
　　　　　　　　　　　　　　　　　んなことを学んだかについての歌です。同じように西条市で教わったこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　とを振り返りたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　私が生徒から学んだのは、楽しくて、励ましの言葉にあふれている教
　　　　　　　　　　　　　　　　　室であれば、誰でも勉強に対して積極的な反応をするということです。
それから、自分の本当の気持ちを隠していても、生徒は英語を勉強するのがとても好きだということも分かり
ました。ＡＬＴの同僚からは様々な教え方がある中で、一番大事なのは英語力を身に付けるきっかけを生徒に
与えることだと教えられました。
　また、ＪＥＴプログラムの同僚との会話の中で私たち外国人が一人一人違う理由で日本に来ていることを知
りました。西条市の国際交流団体「ＥＬＩＳ」のメンバーからは愛媛県民のおおらかな性格について、西条市
の教育委員会の方々からは西条市民の地元に対するプライドの高さを教えてもらいました。去年の西条祭りの
ときに、新町地区の岩本さんがだんじりを担ぐのを少しでも手伝えば、みんな平等だということを教えてくれ
ました。
　小松町にある英会話ボランティアグループに、自分の周りにある世界をより深く知るべきだと教わり、新居
浜のガイドクラブの優雅な女性たちが上品な日本文化を紹介してくれました。手話クラブ「架け橋」と西条高
校の英語クラブの方々が積極的であることの大切さを教えてくれました。最後に、日本人の友達から、国籍や
人種が違っても、私たちは希望や恐怖を抱く同じ人間であることが、深く伝わりました。これらの教わったこ
とを全部、決して忘れません。皆様、本当にありがとうございました。 　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手
　オーデラー・
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